
氏 名

学 位 の 種 類

学 位 記 番 号

学位授与の日付

学位授与の要件

研 究 科 ･専 攻

学 位論文題 目

森 栄
もり えい

農 学 博

F
L

407【

五
ご

士

農 博 第 293号

昭 和 54年 3 月 23 日

学 位 規 則 第 5条 第 1項 該 当

農 学 研 究 科 食 品 工 学 専 攻

STUDIESONTHESTRUCTUREOFRICE
CYTOCHROMEC

(イネチ トクロムCの構造に関する研究)

(主 査)

論文 調査 委員 教 授 森 田 雄 平 教 授 千 葉 英 雄 教 授 岩 井 和 夫

論 文 内 容 の 要 旨

本論文はイネチ トクロムCの化学構造上の特徴を明らかにすることを目的として,この蛋白質の一次構

造を決定し,これをもとに規則的な二次構造を予測 し,あわせてⅩ線解析を行なった結果をとりまとめた

ものである｡

著者は米糠からチ トクロムCを抽出し,塩析分画,イオン交換ならびにゲルロ過クロマ トグラフィーに

より精製 したのち,硫酸アンモニウム溶液から結晶化した｡これをユタ/-ルで変性させ,CNBr開裂,

トリプシン,キモ トリプシン,サーモリシン消化を逐次行ない,各段階で生成した断片ペプチ ドを単離精

製 し,精製ペプチ ドについて消去式エ ドマン法,- ドマンダンシル法を併用 してアミノ酸配列を決定 した｡

これらの解析結果を総合して111アミノ酸残基からなるイネチ トクロムCの一次構造を次のように確定し

た｡

Ac-Ala-Ser-Phe-Ser-Glu-Ala-Pro-Pro-Gly-Asn-Pro-Lys-Ala-Gly-Glu-Lys-I1e-Phe-Lys-Thr-Lys

-Cys-Ala-Gュn-Cys-His-Thr-Val-Asp-Lys-Gly-Ala-Gly-His-Lys-Gュn-Gly-Pro-Asn-Leu-As°-Gly-

Leu-Phe-Gly-Arg-GlrトSer-Gly-Thr-Thr-Pro-Gly-Tyr-Ser-Tyr-Ser-Thr-Ala-Asn-Lys-Asn-Met-

Ala-Va1-Ile-Trp-Glu-Glu-Asn-Thr-Leu-Tyr-Asp-Tyr-Leu-Leu-Asn-Pro-TML-Lys-Tyr-1le-Pro-

Gly-Thr-Lys-Met-Val-Phe-Pro-Gly-Leu-TML-LysTPro-Gln-Glu-Arg-Ala-Asp-Leu-Ile-Ser-Tyr-

Leu-Lys-Glu-Ala-Tわr-Ser(但しTML:トリメチル リジン)この一次構造を既知の他の植物チ トクロム

Cの一次構造と比較し,単子葉植物,イネ科の一例としてのイネチ トクロムCの構造上の特徴を指摘 した｡

ついでファスマン法により, イネチ トクロムCの一次構造からその二次構造を予測 し, 5-10,53-64,

89-101にα-- リックス領域が,また18-21,29-32にβ-構造領域が存在することを示唆 した｡

さらに三次構造解析を目的として,単結晶についてⅩ線解析を行ったが,重原子多重同型置換法による

解析がきわめて困難なため, 通常の CuKα線のほかに CoKα線を利用する方法,異常分散を利用する方

法などを導入して,新しい位相決定を法開拓 し,結晶格子内の鉄原子座標,チ トクロムC分子の配列様式
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を明らかにした｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

真核生物の呼吸鎖の一員として電子伝達機能をもつチ トクロムCは,分子量が小さく精製も比較的容易

であるため,多 くの生物起源のものの一次構造が決定されて,生物の系統分類や分子進化の分野で新しい

視点を提供している｡高等植物起源についてもすでに20種のチ トクロムCの一次構造が報告されているが,

単子葉植物起源,とくにイネ科のものについてはほとんど知られていない9著者は多量の米糖を材料とし

てチ トクロムCを精製結晶化し,主として消去式エ ドマン法にしたがって111アミノ酸残基から構成され

るイネチ トクロムCの一次構造を決定した｡

イネチ トクロムCでは,(1)アミノ末端がアセチル化されていること,(2)高等動物起源のものにくらべて

アミノ末端側に8アミノ酸残基延長していること,(3)リジン2個が トリメチル化されていること,(4)プロ

リン含量が多 く,Pro-Glyまたは Gly-Proの配列が多 く認められること,など植物チ トクロムCの特徴

を備えているが,他方他の植物起源のものにくらべて数箇所においてアミノ酸残基の置換が認められ,単

子葉植物 (イネ科)起源に由来する特徴を明らかにするなど,植物分頼学,植物系統学上貴重な知見を得

ている｡

また著者は一次構造の知見をもとにして,規則的二次構造を計算予測し,植物チ トクロムCの立体構造

と,それに由来する物理化学的性質の特徴について考察している｡蛋白質の立体構造決定にはⅩ線回折法

による解析が必要であるが,著者はイネチ トクロムCの単結晶について解析を試みている｡この際通常の

重原子多重同型置換法の応用が困難であったので,異種線源と,含有鉄原子にもとづ く異常分散効果とを

巧みに利用して,解析に必要な位相決定について新しい方法を応用した｡この解析の結果,結晶格子内の

鉄原子座標と蛋白分子の配列様式を決定している｡

以上のように本論文は,植物チ トクロムCの構造について重要な新知見を加えたもので,蛋白質化学,

植物生化学の分野において貢献するところが大きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

-1106-


